
1553

《原　著》

職業性肺疾患におけるエアロゾル肺吸入シンチグラフィ

須　　井 修＊

　要旨　ゴム製造作業従事者28名，マンガン精錬作業従事者16名およびクロム塩作業従事者11名の多年

作業従事者55症例について，エアロゾル肺吸入シンチグラフィを施行した．肺吸入イメージでは，ゴム製

造作業従事者の12例（43％），マンガン精錬作業従事者の7例（46％）に不均一な肺内沈着分布を認めた．

“peripheral　penetration　index（PPI）”を用いた半定量的評価では，　PPIは対照群とゴム製造作業従事者，

マンガン精錬作業従事者の間に差がみられた．じん肺法による胸部X線写真の型の区分とPPIの間では，

0型，第1型に差が認められた．PPIはV50／HT，　V25／HT，　Vso／V25より異常出現率が高く，じん肺症の呼

吸機能障害の早期発見に有用と考えられた．クロム塩作業従事者では，early　imageとdelayed　imageの比

較で3例に気道粘膜線毛運動の異常が発見され，組織学的に異型のある扁平上皮化生が証明された．

1．はじめに

　特定の職業に従事する者に特定の肺病変が現わ

れ，これは職業性肺疾患と呼ばれている．この中

でもじん肺は，“じん肺法”にて「粉じんを吸入

することによって肺に生じた線維増殖性変化を主

体とする疾病」と定義され，珪肺silicosisや石綿

肺asbestosisが古くから重要な疾患として認めら

れている1）．

　じん肺における核医学的検査法としては，珪肺

における67Ga一シンチグラフィが報告されている

が2），これ以外に積極的に利用されている検査法

は少ない．エアロゾル肺吸入シンチグラフィは，

平均1～3μの大きさのエアロゾル粒子を吸入さ

せることによって気道の開通性，局所換気分布，

気道の粘膜線毛運動の評価が容易に実施できる方

法である3）．

　われわれは，これまで慢性閉塞性肺疾患，肺塞

栓などに肺吸入シンチグラフィを利用し，その有

用性を報告してきたが4・5），本論文では，ゴム製

造作業従事者とマンガン精錬作業従事者における
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じん肺，および職業性肺癌の原因として注目され

ているクロム肺癌症例におけるエアロゾル肺吸入

シンチグラフィの有用性について，胸部X線写真，

呼吸機能検査成績および気管支鏡所見と対比検討

したので報告する．

II．方法および対象

　　1．対　象（Table　1）

　　対象は，ゴム製造作業従事者，マンガン精錬作

　業従事者およびクロム塩作業従事者の多年作業従
e’”t

事者55名である．ゴム製造作業従事者は28名で，

　年齢は32歳から74歳，平均47．2歳である．じ

　ん肺法に基づく胸部X線写真像の型の区分では，

　0／1（PRo）：4名，第1型（PR1）：14名，第2型

　（PR2）：7名，第3型（PR3）：3名である．

　　マンガン精錬作業従事者は16名で，年齢は41

　歳から59歳，平均49．5歳である．じん肺法に基

　づく胸部X線写真の型の区分では，0／1（PRo）：

　1名，第1型（PR1）：3名，第2型（PR2）：12名

　で，第3型（PR3）は含まれていない．

　　クロム塩作業従事者は11名で，年齢は40歳か

　ら56歳，平均41．8歳である．これらの症例は，

　胸部X線写真上異常所見は認められていないが，

　定期的喀疾細胞診で異型（IIIA）が認められた症

　例である．

　　対照として，胸部X線写真上異常を認めず，
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Table　l　Distribution　of　patients　and　classification　of　chest　X－ray　film

No．　of

patients 　Age
（mean±s．d．）

Classification　of　chest　X－ray創m

Type No．　of　patients

Rubber　workers

Manganese　workers

Chromate　workers

Normal　subjects

28

16

11

11

32－74yr
（47．2±8．7）

41－59yr
（49．5土4．8）

40－56　yr
（47．8±5．1）

36－73yr
（49．0±12．3）

　
　
　

　

　

R

R
R
R

P
P
P
P

む
　

ユ
　
　

R

R
R

P
P
P

4

4
τ
7
’
3

1

1

3
「
∠
　
1

No　abnormal　findings

No　abnormal　findings

呼吸機能検査では1秒率70％以上の，自覚的，

他覚的症状のない健常者11名（年齢は36歳から

73歳平均49．0歳）を用いた．

　喫煙歴については，ゴム製造作業従事者で28

名中26名，マンガン精錬作業従事者で16名中15

名，クロム塩作業従事者で11名中6名が現在，

1日15～20本，20年以上の喫煙歴をもっており，

クロム塩作業従事者の2名は以前に喫煙歴があっ

た．対照とした健常者では，11名中5名が喫煙

者である．

　2．方　　法

　1）エァロゾル肺吸入シンチグラフィ

　99mTc一ミリマイクロスフェア・アルブミン（以下，

milli　MISA）を使用し，坐位で10分間安静呼吸

にて吸入させた．吸入中は鼻をクリップで閉じて

おき，吸入終了後，頻回にうがいをさせた．エァ

ロゾル発生装置（MEDI－61），キャリアガス酸素

流量（61／min）などの諸条件は従来の報告4・5）と

同様である．撮像は前面，後面，左右両側面の4

方向を，前面像にて約50万カウントを収集し得

る同一プリセットタイムにて行った．

　ゴム製造作業従事者28名，マンガン精錬作業従

事者16名，健常者11名については，データ処理

装置（Scintipac　1200）に64×64マトリックスにて

データ収集した．使用したシンチカメラはSearle

LFOVおよび東芝GCA－401Sで，コリメータは

高分解能コリメータを用いた．

A B　C

　　　　　　　　POST

Fig．1　Scheme　of　regions　of　interest　on　aerosol　inhala－

　　　tion　image．　The　image　of　the　right　lung　is　sub－

　　　divided　into　regions　representing　inner　（A），

　　　centra1（B）and　periphera1（C）zones．　These

　　　regions　are　chosen　to　represent　20％，30％and

　　　50％respectively　of　the　area　of　the　right　lung．

　　　‘‘Penetration　index”is　defined　as　the　ratio　ofthe

　　　peripheral（C）to　the　inner　counts　and‘‘Peri－

　　　pheral　penetration　index”is　defined　as　the　ratio

　　　of　the　peripheral（C）to　the　centra1（B）counts

　　　normalized　by　the　corresponding　area．

　2）　ゴム製造作業従事者，マンガン精錬作業従

　　事者について

　定性的（視覚的）評価と半定量的評価を行った．

定性的評価では，ゴム製造作業従事者，マンガン

精錬作業従事者ともそれぞれ1名を除き，1秒率

が70％以上であったため，健常者のエアロゾル肺
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吸入シンチグラムの3つのtype5）（type　I：均一な

肺内沈着分布を示す．type　II：均一な肺内沈着分

布を示すが，中枢気道系に過剰沈着を認める．

type　III：不均一な肺内沈着分布を示す）に分類可

能であった．

　半定量的評価にっいては，Fazioら6），　Hannan

ら7）が報告している‘‘penetration　index（PI）”を

用いた．Fig．1に示すように，肺吸入イメージ後

面像において，肺の中枢側（A），中間部（B），末

梢側（C）に3つの関心領域を定めた．関心領域の

面積比はおよそA：B：C＝2：3：5となるように設

定し，それぞれの領域のカウント数を面積で補正

した．ここにおいて，C（末梢側）／A（中枢側）が

“ penetration　index”に相当する．また，肺の中枢

側（A）はわれわれが報告5）したように，健常者で

もエアロゾルの過剰沈着を認めることがあるので，

この影響を除くため，C（末梢側）！B（中間部）の

値を算出し，“peripheral　penetration　index（PPI）”

と名づけた．本報告では，後面像においても，左

肺下内側は心臓のためカウント数が少なく，また，

下縁は嚥下された胃内のRI　activityが重なるこ

とが多いため，右肺についてのみ，これらの指標

を算出した．

　以上の定性的，半定量的評価と胸部X線写真

の型の区分，呼吸機能検査成績を比較検討した．

　3）　クロム塩作業従事者について

　クロム塩作業従事者ll名は全例1秒率70％以

上であったため，健常者のエアロゾル肺吸入イ

メージの3つのtype5）に分類した．また，吸入直

後のイメージ（early　image）を撮像後4時間にて

再度イメージ（delayed　image）を撮像し，両者を

比較した．

　4）対照群（健常者）について

　対照群の肺吸入イメージについても，ゴム製造

作業従事者，マンガン精錬作業従事者と同様に
‘‘

penetration　index（PI）”，‘‘peripheral　penetration

index（PPI）”を算出し，また，　earlyおよびdelayed

imageを撮像した．

nL　結　　果

1555

　1．ゴム製造作業従事者，マンガン精錬作業従

　　事者について

　定性的評価では，ゴム製造作業従事者において，

type　I：6修可　（21％），　type　II：10修弓　（36％），　type

III：12例（43％）であり，　type　IIIを示す症例は，

胸部X線写真の型の区分では，PRo：0／4（0％），

PRI：7／14（50％），　PR2：3／7（43％），　PR3：2／3

（67％）であった．マンガン精錬作業従事者では，

type　I：4例（25％），　type　II：5例（31％），　type　III：

7例（44％）であり，type　IIIを示す症例は，胸部

X線写真の型の区分では，PRo：0／1（0％），　PR1：

1／3（33％），PR2：6／12（50％）であった．それぞ

れの半数近くに不均一分布が認められたが，胸部

X線写真の型の区分との間に明らかな関係は認め

られなかった．

　PIは，ゴム製造作業従事者，マンガン精錬作

業従事者，対照群でそれぞれ0．40土0．05，0．43土

PI

0．8

0．6

0．4

0．2

mean　　O．51

s．d．　　0．08

0．40　　　　　0．43

0・05　　　　　0．05

　　O
　　　　　　Normal　　　　Rubber　　　Manganese

　　　　　　subjects　workers　workers
　　　　　　（n＝11）　　　（n＝28）　　　　（n＝16）

Fig．2　Comparison　of‘‘penetration　index（PI）”be－

　　　tween　normal　subjects，　rubber　workers　and

　　　manganese　workers．
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　　P＜0．05

P＜0．05

mean　O．55　　　　0．49

s．d．　0．04　　　 0．06

0．49

0．02

Normal　　　Rubber　　　Manganese

subjects　workers　workers
（n＝11）　　　（n＝28）　　　　（n＝16）

Fig．3　Comparison　of“peripheral　penetration　index

　　　（PPI）’，　between　normal　subjects，　rubber

　　　workers　and　manganese　workers．

0．05，0．51±0．08であり，有意差は認められなか

った（Fig．2）．これに対し，　PPIは，ゴム製造作

業従事者，マンガン精錬作業従事者，対照群でそ

れぞれ0．49±0．06，0．49土0．02，0．55±0．04であり，

対照群とゴム製造作業従事者，マンガン精錬作業

従事者の間に有意差（p＜o．05）を認めた（Fig．3）．

　次に，胸部X線写真の型の区分とPPIを比較

した．ゴム製造作業従事者ではPRo，　PR1，　PR2，

PR3のPPIはそれぞれ0．48±0．02，0．49土O．04，

0．51土0．08，0．46土0．08であり，胸部X線写真上

のじん肺の程度が強いほど，PPIが低くなるとい

う傾向はみられなかった．また，対照群とPR2，

PR3の間には有意差は認められなかったが，対照

群とPRo，　PR1の間には有意差（p＜0．01）を認め

た（Fig．4）．マンガン精錬作業従事者ではPRo，

PRIの症例数が少ないが，対照群とPR1の間に

はPPIで有意差は認められず，対照群とPR2の

間で有意差（p＜0．05）を認めた（Fig．5）．

　次に，PPIにおいて，対照群の平均値より1・

標準偏差を引いた値を正常下限とした場合の異常

PPI

0．8

0．6

0．4

0．2

　　P＜0．01

P＜0．01

mean　　O．55

s．d．　0．04

0．48

0．02

0．49

0．04

0．51

0．08

0．46

0．08

　　　　O　　　　　　　Normal　　　　　PR　O　　　　PR　l　　　　　PR　2　　　　　PR　3
　　　　　　　subjects　　　（n＝4）　　　（n＝14）　　　（n＝7）　　　（n＝3）

Fig．4　The　relationship　between　the　chest　X－ray　mm　grading　and　PPI　in　rubber　workers．
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　検出率と定性的評価での検出率を比較した（Fig．

　6）．ゴム製造作業従事者全体では，定性的評価

　43％，半定量的評価68％と検出率は向上し，マン

　ガン精錬作業従事者全体でも44％から75％と向上

　した．ゴム製造作業従事者では，PRo，　PR1の検

　出率は半定量的評価で向上しているが，PR2，　PR3

　とじん肺の程度が強くなっても検出率の差はなか

　った．マンガン精錬作業従事者では，PRo，　PR1，

　PR2でそれぞれ半定量的評価による検出率の向

三上を認めた．

　　Figure　7に呼吸機能検査（Flow－volume曲線）

　のV50／HT，　V25／HT，　V50／V2sとPPIによる検

　出率の比較を示す．V50／HT，　V25／HTの年齢別

　正常値は滝島らの予測式8）より求め，V50／V25は

0
Normal　　　　　　PR　O　　　　　PR　l

subjects　　　（n＝1）　　　　（n＝3）

PR　2

（n＝12）

Fig．5　The　relationship　between　the　chest　X－ray　film

　　　grading　and　PPI　in　manganese　workers．

3．0以上を異常とした．ゴム製造作業従事者では

V50／HT，　V25／HT，　V50／V25でそれぞれ43％，

36％，39％と異常値を呈していたが，PPIでは

68％と検出率は向上した．マンガン精錬作業従事

［：：：：］　qualitative

睡iヨ、emiqUantit、tiVe

100％

100

50％ 0 0

　Sensitivity

50％　　　　100％
‘ ‘

● ■

44 14i
75

1，三：：：…：：：：：：：緊，…，』，…，…、…、…、…：：：．

Tota1 i：i：：．　’”i：i：i：i：：：三：i：：：：：：1：：：’・’・：・：：∵：：：“’：’・
：．：．．　・：・．・三1 68

；

li：i：

：：1、三、…　、、：：：：：：：：：：：：：：：：：：：ll，…

PRO
，…，1，…、…、1，…，…

嵩：i：i：i：：．
’
i：i：i：i：i：

：：：：：・・：：…：：：：：：…・…・：：：…1

331

67
1：：：；二：：：：：：：：：：：：：：：：i：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： PR　1

≡…：：，！，…ll，…：：

，：il　71

1：：：，．、1皇…、、！、：：：

43

75 PR2 43

67
PR3 ：：i：i：i： ：：i：三：i：i：1：i

67

Manganese　workers Rubber workers

100

Fig．6　Comparison　of　sensitivities　to　identify　inhomogeneous　distribution　of　aerosol

　　　particles　between　qualitative　and　semiquantitative　evaluation．

Presented by Medical*Online



1558 核医学 23巻11号（1986）

100　％ 50　％ 0 0

　　　Sens「tivity

50％　　　　100％

．o　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　44

1

　‘　　　　　　　　　　　　　　　　1

43

39

1 136

●

V50／HT

■

V25／HT

■　　　　　　　■

V50／V25

PPI

1

75 168

Manganese　workers Rubber　workers

Fig．7　Comparison　of　sensitivities　to　identify　small　airway　disease　between　the　lung

　　　　　　function　test（flow－volume　curve）and　PPI．

⇒

長

／

弔

㌃　，

．額

豪

拳

，es
w㌢
輪

⇒

earlV delaved

Fig．8　Typical　early　and　delayed　images　in　chromate　workers．　In　a　case　of　53－year－old

　　　　　　man（top），　excessive　central　airway　deposit　of　aerosol　particles　is　seen　on　early

　　　　　　image，　but　disappears　on　delayed　image．　In　a　case　of　42－year－old　man（bottom），

　　　　　　excessive　central　airway　deposit　is　seen　on　both　images．　In　this　case，　squamous

　　　　　　cell　metaplasia　with　atypia　in　bronchial　epithelium　was　detected　pathohistologic－

　　　　　　ally．
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者ではV25／HTしか算出されていないが，　V25／

HTの検出率44％に対し，　PPIでは75％と優れて

いた．

　2．クロム塩作業従事者について（Fig．8）

　クロム塩作業従事者11例のearly　imageは，

1例を除き全例に著明な中枢気道系の過剰沈着

（hot　spot）を認めた．しかし，肺野のエアロゾル

分布は均一であった．delayed　imageでは，　early

imageでみられた中枢気道系のhot　spotのうち，

7例のhot　spotは消失していたが，3例は依然強

いhot　spot形成がみられた．このhot　spotは，

いずれも主気管支から中幹気管支に一致してみら

れた．

　これに対し，対照群では，early　imageで中枢

気道系にhot　spotが認められても，　delayed　image

ではほとんど消失し，3例に淡く中枢気道系の描

画がみられるのみであった．

　delayed　imageにてhot　spotの残存があった3

例については気管支鏡が施行され，hot　spotの部

位を含めて数か所の生検を施行し，病理組織学的

検索を行った．3例とも，気管支鏡での可視範囲

には肉眼的に異常は認められなかった．病理組織

学的には1例は正常粘膜であったが，2例には異

型のある扁平上皮化生が認められた．その後，経

過観察を行っていたところ，扁平上皮化生を認め

た2例のうち1例には2年後に肺癌（分化型扁平

上皮癌）が発生した．他の症例は経過観察中であ

る．

IV．考　　察

　じん肺の原因となる粉じんは無機粉じんと有機

粉じんに大別され，無機じん肺としては珪肺およ

び石綿肺がよく知られている．滑石肺は石綿肺と

ともに珪酸塩類silicateによる珪酸塩じん肺sili－

catosisの中に含まれ，滑石肺は珪酸のマグネシ

ゥム塩3Mgo・4sio2・H20の粉じんを吸入する

ことによって起こる．吸入された粉じんは肺胞内

に蓄積するが，珪肺のごとき結節を作らず，初め

は肺胞壁肥厚，毛細管壁肥厚を認め，数珠状にな

って特有な肉芽腫状を呈する3）．
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　一方，肺内に吸入された粉じんは，その粒子の

大きさによって中枢気道系，末梢気道系および肺

胞系に沈着することが知られており，1～3μ程度

の粒子は吸入された際，沈降（sedimentation）に

より末梢気道系，肺胞系に沈着するとされてい

る9”’11）．末梢気道系，肺胞系に沈着した粒子は，

末梢気道系には線毛の数が少なく，また気流速度

が低いことなどのため，排出が困難である．した

がって，粉じん吸入によって生ずる肺病変は，主

に末梢気道系および肺胞系に強いとされている8）．

本報告のゴム製造作業においては，tremoliteを

主とする滑石粉がゴム製造素材として使用され，

不整形陰影を主とするじん肺がみられている．

　エアロゾル肺吸入シンチグラフィに使用してい

るmilli　MISAのエアロゾル粒子は，キャリアガ

スの酸素流量が6〃minにおいて1．75土1・07μで

あり，じん肺を引き起こす粉じんとほぼ同じ大き

さである．このような点から，じん肺における肺

吸入イメージはエアロゾル粒子の末梢への到達度

が低下し，肺内沈着分布は不均一になることが予

想される．実際，今回の検討でも不均一分布を示

す症例が半数近くに認められている．われわれは，

これまでの報告4・5）では肺内沈着分布の不均一性

を視覚的に評価しており，また，他の報告12”15），

主には慢性閉塞性肺疾患に対してであるが，これ

でも視覚的評価によるものが多い．しかし，視覚

的評価は客観性に乏しく，あいまいさが付きまと

う．より客観的に評価するために，Fazioら6），

Hannanら7）は“penetration　index”という指標を

用いている．本研究でもこの指標を利用したが，

対照群とじん肺群の間に有意差はみられなかった．

これは，健常者でも中枢気道系に過剰沈着がみら

れること，また，使用したエアロゾル粒子が単一

の大きさではなく，3～5μ以上の大きな粒子の嵌

入（impaction）による中枢気道系への沈着がある

ためと考えられる．これに対し，今回使用した指

標“peripheral　penetration　index”は，中枢気道系

の影響をかなり除外できたと思われる．

　‘‘peripheral　penetration　index”を使用した結果，

視覚的な評価よりかなり客観的に評価可能となり，
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特に胸部X線写真の型の区分でPRo，　PR1の検出

率が向上した．しかし，ゴム製造作業従事者では，

PR2，　PR3の検出率は視覚的評価と差が認められ

なかった．PR2，　PR3は胸部X線写真上，両肺野に

じん肺による粒状影または不整形陰影が多数ある

いはきわめて多数存在する症例であり，全肺野に

かなりの末梢気道系の機能異常があるものと想像

される．このような場合，“peripheral　penetration

index”はあくまで相対的な比率であるため，全

肺野が不均一になると，かえって異常としては現

われにくいのかもしれない．逆に言えば，PRo，

PR1群のような早期の症例にこそ，　PPIは有用と

思われる．

　珪肺など粒状影を主体とするじん肺の呼吸機能

の詳細な報告は数多くみられるが8・16’v19），滑石肺

については少ない．滑石肺では，Kleinfeldら20“’22），

Millerら23）によると，肺活量の減少，全肺気量

の減少と肺拡散能力の低下がみられると言われ，

胸部X線写真と肺機能検査成績との相関は少な

いと述べている．しかし，末梢気道系の異常（small

airway　disease）については述べられていない．

“peripheral　penetration　index”はエァロゾル粒子

の肺末梢への到達度を表わした指標であり，ひい

ては，Flow－volume曲線24）などと同様に末梢気

道病変を反映するものと思われる．前回の報告5）

では，エアロゾルの不均一分布がV25と相関し

ており，今回は，ゴム製造作業従事者，マンガン

精錬作業従事者でPPIは70％近くの症例で異常

が認められている．珪肺症での三品らの報告17）で

は，V50／HT，　V25／HT，　V50／V25でそれぞれ65％，

25％，58％に異常が認められたとしており，本報

告のゴム製造作業従事者では，V50／HT，　V50／V25

の検出率が約40％とやや低い傾向があるものの，

PPIは勝るとも劣らない検出率を示している．

　マンガン精錬作業従事者の呼吸機能検査成績の

報告25）はきわめて少なく，詳細は明らかでない．

また，胸部X線写真像も粒状影から線状影と一

定していない．本報告のPPIでは，　Fig．5に示

すように，対照群とPR1で有意差は認められな

いが，PR2との間に有意差を認めている．これは，

ゴム製造作業従事者とマンガン精錬作業従事者と

では，末梢気道系の障害のメカニズムが異なるこ

とも考えられ，マンガン精錬作業従事者では，胸

部X線写真上の異常影に比例して，PPIも低下

する傾向にあるのかもしれない．今後，症例数を

ふやして検討する必要がある．しかし，Fig．6の

胸部X線写真の型の区分と肺吸入イメージの不

均一性の比較，Fig．7で示したごとく，v25／HT

よりPPIの異常検出率が高率であるように，エ

アロゾル肺吸入シンチグラフィの有用性が推測さ

れる．

　クロム塩作業の身体への影響としては，皮膚潰

瘍，鼻中隔穿孔，肺癌の高頻度発生が特徴的であ

り，クロム塩作業従事者と肺癌発生に関する研

究26””31）は多く，その因果関係は疑う余地が少な

い．クロム塩作業従事者の気道の変化は，気管支

炎，細気管支炎が広汎であり，また，肺癌も中枢

気管支に発生し，扁平上皮癌と小細胞癌が多い．

これらの知見とクロム塩作業従事者の肺吸入イ

メージ所見を考え合わせると，early　imageの中

枢気道系の過剰沈着にはクロムによる気管支炎，

細気管支炎が反映されており，delayed　imageに

て残存する過剰沈着は，気道粘膜の扁平上皮化生

などによる粘膜線毛運動の障害と結びつくように

思われる．その後の経過観察にて肺癌の1例が発

見されたように，エアロゾル肺吸入シンチグラフ

ィによって肺癌の早期発見の可能性もあるかもし

れない．

　以上，じん肺，クロム肺におけるエア・ゾル肺

吸入シンチグラフィの有用性を述べてきたが，今

回の症例はほとんどが喫煙者であり，喫煙の気道

粘膜への影響32）を無視することはできない．また，

いわゆる慢性閉塞性肺疾患（COPD）の初期病変

も末梢気道と言われており，肺吸入イメージ上，

じん肺と同様の像を呈すると考えられる．これら

のことを十分に踏まえた上で肺吸入イメージの分

析を行う必要があると考える．

V．結　　語

職業性肺疾患（ゴム製造作業従事者28名，マン
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職業性肺疾患におけるエアロゾル肺吸入シンチグラフィ

ガン精錬作業従事者16名，クロム塩作業従事者

11名）について，エアロゾル肺吸入シンチグラフ

ィの有用性を検討した．

　1）　じん肺（ゴム製造作業従事者，マンガン精

錬作業従事者）において，ゴム製造作業従事者の

43％，マンガン精錬作業従事者の46％にエアロ

ゾルの肺内沈着分布の不均一を認めた．

　2）不均一分布の半定量的評価として，“peri－

Pheral　Penetration　index（PPI）”を用いて検討す

ると，対照群とゴム製造作業従事者，マンガン精

錬作業従事者の間に有意差（p＜0．05）を認めた．

　3）　ゴム製造作業従事者，マンガン精錬作業従

事者ともに，定性的評価より半定量的評価（PPI）

で異常検出率が向上した．

　4）ゴム製造作業従事者においては，胸部X線

写真の型の区分でPR2，　PR3ではPPIの異常検出

率は向上せず，PRo，　PR1で検出率が向上した．

これより，じん肺の末梢気道病変の早期発見に

PPIは有用と考えられた．

　5）呼吸機能検査（Flow－volume曲線）との比

較でも，PPIはV50／HT，　v25／HT，　v50／V25より

異常検出率はすぐれていた．

　6）クロム塩作業従事者においては，earlyお

よびdelayed　imageの撮像によって気道粘膜線毛

運動の障害の程度の評価が可能であり，ひいては，

中枢側肺癌の早期発見に結びつくものと期待され

る．

　稿を終えるに臨み，ご指導，ご校閲を賜わりました河

村文夫教授に深甚の謝意を表します．また，終始，ご助

言，ご協力いただきました徳島大学放射線医学教室，故

渡辺紀昭助教授ならびに教室員各位に深く感謝いたしま

す．

　本論文の要旨は，第45回日本医学放射線学会総会（昭

和61年4月2日，東京）において発表した．
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Summary

Aerosol　Lung　lnhalation　Scintigraphy　in　Occupational　Lung　Disease

Osamu　SUI

1）epartme〃t（）f　Radiol∂gy，　School　of　Medici，〃e，7bん〃∫乃伽a仇輌versめ・

　　Aerosol　lung　inhalation　scintigraphy　with　99mTc－

millimicrosphere　albumin　was　perf（）rmed　in　55

cases　with　occupational　lung　disease．　Twenty－eight

cases　were　rubber　workers，　sixteen　were　manganese

workers　and　eleven　were　chromate　workers．

　　Aerosol　inhalation　images　in　rubber　and　manga－

nese　workers　were　evaluated　qualitatively　and

SemiqUantitatiVely．　In　qUalitatiVe　eValUatiOn，　in－

homogeneous　distribution　of　aerosol　particles　was

observed　in　12　cases　out　of　28　rubber　workers　and

in　7　cases　out　of　16　manganese　workers．　A‘‘peri－

pheral　penetration　index（PPI）”was　defined　as　the

ratio　of　the　peripheral　to　the　central　counts　nor－

malized　by　the　corresponding　areas．　The　mean

value　of　PPI　fbr　normal　subjects　was　O．55土0．04

（s．d．）．　The　mean　values　fbr　rubber　and　manganese

workers　were　O．49土0．06，0．49土0．02，　respectively

（p＜0．05）．Those　fbr　PRo　and　PRI　groups　in　rubber

workers　were　O．48±0．02，0．49土0．04，　respectively

（p＜0．01），but　the　mean　values　for　PR2　and　PR3

groups　in　rubber　workers　were　not　significantly

lower　than　those　of　the　normal　su句ects．　The

sensitivities　fOr　small　airway　disease　detection　were
　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

43％for　V50／HT，36％for　V25／HT　and　39％fbr

マ50／▽25in　a　maximum　fbrced　expiratory　How－

volume　curve，　but　the　sensitivity　was　68％丘）r

PPI．　These　results　indicate　that　the　value　of　PPI

is　usuful　fbr　early　detection　of　small　airway

disease．

　　In　chromate　workers，　both　early　and　delayed

inhalation　images　were　useful　fbr　evaluation　of

mucociliary　clearance．　Excessive　central　airway

deposition　on　both　images　was　seen　in　3　cases　out

of　ll　chromate　workers，　and　two　of　them　were

detected　pathohistologically　squamous　cell　meta・

plasia　with　atypia　in　bronchial　epithelium．　Two

years　later，1ung　cancer　was　found　in　just　one　case

out　of　them．

　　Key　words　：　Aerosol　lung　inhalation　scinti－

graphy，　Occupational　lung　disease，　Talcosis，

Manganoconiosis，　Chromate　worker．
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